
細胞性粘菌は、あるときは単細胞で生

活し、環境が変わると、寄り集まって多

細胞で生活するという不思議な生き物

です。集合すると、それまで同じように振

る舞っていた単細胞は、「胞子」と「柄の

細胞」のどちらかになり、お互いに協力し

あって、全体として移動することもできま

す（図１）。同じ「ゲノム」を持つ細胞が、

どうして単細胞として生活できたり、集合

して形を作って役割分担したりできるの

でしょうか。それは、それぞれの細胞の中

で働いている遺伝子の違いで説明でき

ます。細胞性粘菌では全ゲノム配列が

ほぼ決定されました。私たちはそのゲノム

の中で、実際に働いている遺伝子がど

れくらいあるのか、これらの遺伝子がいつ、

どこで働いているのかを調べています

（図２）。展示場では、細胞が集合して、

胞子のかたまりや柄を作る様子をビデオ

でご覧にいれます。また、細胞性粘菌の

実物を顕微鏡で観察してもらいます。も

ちろん、「ゲノム」や実際に働いている遺

伝子をどのように研究しているのか、ポス

ターでわかり易く説明します。
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（図2）遺伝子が働いている場所が濃く染められている

（図1）細胞性粘菌は24時間かけて形を変えていく

美しく多彩な花の色のほとんどは、アン

トシアニンと呼ばれる色素によるもので

す。色素は、花びらの表層細胞の液胞

という袋の中だけに溶けています。実は

花の色は、１．アントシアニンの化学構

造、２．共存する無色の物質、３．金属

イオン、４．液胞のpH（水素イオン濃度）

などが様々に影響して変化しているので

す。では、アジサイやアサガオには青い

花も赤い花もありますが、どうして、青い

バラやカーネーションはないのでしょう

か？また、アジサイの色はどんな仕組み

で移り変るのでしょうか？

私たちのグループでは、花色の研究を行

なっています。空色西洋アサガオのツボ

ミが赤紫色をしていて咲くと青くなるの

は、液胞のpHが上るからです。しかし、

咲いたときにも赤いアサガオは、色素の

構造が青とは１箇所だけ違います。これ

は、遺伝子の違いによるものです。一方、

アジサイは、隣り合った細胞同士もモザ

イク状で色が違います。遺伝子は同じで

すから、その働きが何らかの理由で違っ

てしまったためと考えられます。

バラの液胞はpHが大変低く、しかもア

ジサイのような色素を持っていません。

アントシアニンを青くする働きを持つ金属

イオンも含んでいません。しかし、今後、

私たちの研究の成果を積み重ね、バラ

に青い花の持つ遺伝子を導入して、そ

れを働かせることができれば、青いバラ

が実現することでしょう。

青いバラはどうしたらできるのか？
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（図2）さまざまな色のアジサイ

（図1）西洋アサガオの開花に伴う花色変化

海中の岩や桟橋の柱などに付着して生

活するホヤは、「ホヤ貝」と呼ばれることも

あり、軟体動物とも思われがちですが、

じつは私たち脊椎動物と近縁な動物で

す。卵から孵化した幼生はカエルのオタ

マジャクシに似た姿で、簡単な眼や脳を

もっていて泳ぎ回ります。ヒトの脳は数

百億個以上の細胞でできていますが、

ホヤの脳にはわずか３００個ほどの細胞し

かありません。細胞の核に含まれる遺伝

情報（ゲノム）もホヤではヒトのおよそ２０分

の１ほどです。2002年にホヤの全ゲノム

配列がほぼ決定されました。このような

ホヤの特徴を生かして、脳神経系を形作

るための遺伝子プログラムを明らかにし

ようとしています。遺伝子を調べることで、

ホヤの眼が作られるしくみや光を感じるし

くみにヒトの眼との共通性がみえてきまし

た。神経回路にも共通点が多いことが

わかってきました。ホヤの脳神経系を研

究することで、ヒトにも共通の、眼や脳

が作られるしくみの解明や、私たちの眼

と脳の起源や進化の理解をめざしてい

ます。脳神経系ではたらく遺伝子や神経

回路の立体画像、幼生が泳ぐ様子、生

きたホヤなど、ホヤの遺伝子や細胞から

行動までを紹介します。

ヒトの脳と眼の起源を探る―ホヤの脳神経系―
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（図1）ホヤ（カタユウレイボヤ）の成体

（図2）カタユウレイボヤのオタマジャクシ型幼生の脳神経系

線虫の一種であるシノラブディティス・エ

レガンス（略してC. エレガンス）は、土の

中に住んでいる長さ1ミリほどの生物で

す。1998年に動物として初めてゲノム全

塩基配列が決定され、約2万の遺伝子

を持っていることが明らかになりました。

線虫C. エレガンスの姿かたちは私たち

人間とは似ても似つきませんが、ゲノムを

比べてみると遺伝子のレベルでは私た

ちと共通した部分がたいへん多いことが

わかってきました。ヒトの遺伝子の7割以

上は、線虫にも類似した遺伝子が存在

するのです。私たちは線虫C. エレガンス

の各遺伝子が発生過程のいつ・どこで・

どのような機能を果たしているのかを体

系的に調べることにより、ゲノムに書かれ

ている発生のプログラムを明らかにしよ

うとしています。このような線虫を使った

研究は、私たち人間の発生のしくみの理

解にも役立っています。

線虫ゲノムから探る発生のプログラム
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（図2）RNAi法による遺伝子機能解析

（図1）C.エレガンスの成虫
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